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要 旨 ベア ・トップ ・ ドレスにかかせないファウンデーションについて， 従来の製図では， デザイ

ンや体型に合わせるための補正が多いこ とから 製図法及び縫製法について調査研究を行った。
方法は1989年'""1992年の服 飾雑誌からイブニング ・ ドレスのベア ・トップ ・ ドレスのデザインを形態

別に分類し， イブニング ・ ドレスのファウンデーションの調査を行い， ①デザ、インの特徴， ②内側の構

成， ①ファウンデーションの形態， ③縫製の特徴などを調査した。 また， ファウンデーションの製図法

についてトワノレの試着実験を行った。

結果として， ベア ・ トップ ・ ドレスの形態は， 胸部を強調しないものと強調したものに分けられた。

また， ファウンデーションの調査においては， 製図のみでは知り得なかった， 動き易く， 着崩れず， 安

定感を保つための内側の縫製法を知るこ とができ， 調査結果を参考に2種類の形態のファウンデーショ

ンの試着実験を行い， 扱い易く， 補正し易く， デザインに合わせ易い製図を検討した結果， 比較的良い

製図法が得られ実物製作を行った。

I は じ め に

イ ブニング・ ドレスのベア・ トップ・ ドレス

にとって必要な要素は， 着装する際に着脱し易

く， かつ， 着崩れず， 安定感があることであ

る。 特にベア・ トップ・ ドレスにおいては， こ

の 3 要素を満たし， 重要な役割を果たすもの

カ入 ファウンデーションで、ある。

ファウンデーションの製図は， いろいろある

が， 私が採用した方法で、は， デザインに合わな

かったり， 体型に合わせるための補正が多かっ

たことから， パターンに問題点があると考えら

れる。 イ ブニング・ ドレスにとってのファウン

デーションは大切なものであるのに製図法や縫

製法などの文献が乏しいため， 本研究は， 試着

実験を行いファウンデーションの適合性や適応、

性を検討し 計測の重要性や縫製法の大切さを

知ることができた。 その結果を報告する。
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E 調 査 研 究

1. 国内外のファ ッション雑誌によるべア ・

トップ・ ドレスのヂザインの分類

1989年 � 1992年のファッション雑誌(国内誌

3誌， 海外誌 6誌 ) の中のベア・ トップ・ ドレ

ス80体に関して分類すると， 次の 2 種類に大別

できる。

第 l類として「胸部を強調しないものJ

胸部の凹凸をはっきり表現せず， 胸部から胴

部にかけて， なめらかなラインのもので， その

中をさらに①シンフ。ルなもの， ②服飾を加えた

もの(図 1-1)， ③土台を覆ったもの(図ト 2)

に分類した。

第 2類として「胸部を強調したものJ

胸部の張りを鮮明に表現し， 女性らしさを強

調したもので， さらに①シンフ。ルなもの， ②装

飾を加えたもの(罰ト 3)， ①ピュスチェ ・ ス

タイルのもの(図 1-4)， ④特殊なものに分類

した。
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図 1 ベア ・ トップ・ ドレスのデザインの分類

これらの作品に付随しているファウンデーシ

ョンの形態は， 第 1類は絢部を押さえ， 胸部か

ら胴部にかけて平面的に構成さたもの。 第 2類

は胸部を形良く整え， 収まりを良くするために

カップ形式を取り入れ， 乳房を包んだ立体的な

ファウンデーションであると思われる。

2. イブニンゲ・ ドレスのファ ウンヂーショ

ン調査について

トワルによるファウンデーションの試着実験

の前に， 本学所蔵のイ ブニング・ドレスの調査

及び市場調査を行った。 調査目的は， ベア・ ト

ップ・ドレスの内側の構成や縫製の特徴をとら

え， ファウンデーションの製閣を確立するため

である。

(1) 本学所蔵のイ ブニング・ドレスについて

本学所蔵のベア・トップ・ドレスの作品12点

(1970年代'"'-'1991年の作品 )に触れる機会を得，

調査を行った。 調査内容は， ①デザインの特

徴， ②内側の構成， ①ファウンデーションの形

態， ④縫製の特徴などである。

(2) 市場調査について
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デパートのフォーマル・コーナーやウェ ディ

ング・ドレス専門!昆 オートクチュール腐を対

象にベア・トップ・ドレス30点に関して調査を

行った。 調査内容は， (1)と同様である。 調査期

間は， 1992年 1月'"'-'3月である。

(3) 調査結果

① デザインの特徴

@ベア・トップ・ドレスの形態は， 格調を重ん

じたイ ブニング・ドレスを女合め， ウェ ディング

・ドレスやお色直しのカラーフォー マル・ドレ

ス， パーティ・ドレスなどに多く， ピュスチェ

・スタイルのように上下に別れたものにも取り

入れられている。

② 内側の構成

@イ ブニング・ドレスtま， ファウンデーション

が付随しているものがほとんどであった。 特に

オートクチューノレのものでは， ドレスの形態を

保たせるためにしっかりと仕立てられたファウ

ンデーションが付随している。 また， イージー

オーダーのものの中には， ファウンデーション

がないものも見られた。
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を入れ， 体に合わせる工夫が見られる。 また，

ドレスが第 2類のファウンデーションは， 胸部

を必ずカップ形で切り替えて強調したものであ

ることが判明した。

ウ. ボーンの種類

ファウンデーションに用いるボーンの種類に

は， 図 2 のa�fがある。 調査した作品で、は，

@コイル ボーン， .波状の針金ボーン， .ライ

ク ボーンテープが使用されていた。

ボーンの名称と特徴
a. 不織布と王子織りテープに挟まれたボーンテープ

・長さを自由にカットでき， 直接ミシンステッチで止める
ことができる。
平織りテープに挟まれたボーンテ…プ
• aと同様であるが， 縫い代にまつりで止めることもでき
る。
ワイヤー2本入りボーンテープ
・ ワイヤーがソフトなためデザイン上， 張りを持たせたい

所にミシンで止められる。
ライクボーンテープ
・隠は3mm， 6mm， 12mmがあり， 直接ミシンステッ

チで止めることもできるが， 裏地が付かない場合は綿テー
プをミシンステッチで止めた関に通すか折り伏せ縫いの間
に通す。
コイルボーン
・ ソフトタイプとハードタイプがあり， 長さは20 cm， 30 

cmがあるが， 留め金具(別売)で調節が可能である。 綿
テープをミシンステッチで止めた開に通すか共布 のパイア
スで包んでまつる方法もある。
波状の針金ボーン
・胸部に用い， 針金なので自由 な形に間定できる。 綿テー

プをミシンステッチで止めた開に通す。

ファウンデーションの形態

素 材

ファウンデーションの素材としては，

クタフタ地(絹100%)， ·ドレスと共布， .グ

ログラン地係制00%)， ·オピテックス地(綿

100%)， ·厚手の裏地， @裏地の 2 枚重ね， が

もっとも多く使用されている。

形 態

ファウンヂーションの形態としては， 近年は

HL丈(トルソー型) は陰をひそめ， ほとんど

のものが， WL丈である。 ドレスのデザインが

第 l類のファウンデーションはプリンセスライ

ン切り替えのものが多く， 乳頭に向けてダーツ
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④ 縫製の特徴

ファウンデーションの縫製についての特徴と

しては， 4点あげることができる。

ア. 切り替え線の縫い代の始末

縫い代の始末の方法は， @ ピンキング， .裁

ち百かがり， .折り伏せ縫い， .伏せ縫いによ

って始末されているものが多い。

イ. ボーンの止め方

ボーンを止める場合の方法として， .切り替

え線を縫い合わせた縫い代を割り， 直接ボーン

テープをミシンで、止めたもの， .切り替え線を

縫い合わせた縫い代を割り， 綿テープやリボン

をミシンで、止めた聞にボーンを通したものや切

り替え線を伏せ縫いし， その間にボーンを通し

たもの， .共布のパイプスや綾テープで包んだ

ボーンを切り替え線の縫い代を割った上にまつ

りつけたものがあった。(図3)

ウ. ファスナー

ファスナーは， @金属ファスナー， .エプロ

ン・ ファスナーや @オープン・ ファスナーなど

が箆用され， しっかりとミシンステッチや星止

めで止められている。

エ. 内 ベルト

内 ベルトは， .グログランリボンを一重また

したもの， @裏地で包んだオピテック

スが用いられている。

(4)考 察

① デザインの特徴

@ベア・トップ・ ドレスのデザインは， 華麗で

ドレッシーなものが多く， 豪華さを出すために

刺繍やドレープなどの技法が施されたものが多

い。 また， ほとんどがロング・ドレスである。

そのため， 布の使用量が多く重量であるから，

着崩れず， 着脱は容易でなければならない。

用は， 上から被るのではなく， 下からはく形式

であり， あきは， 左脇あきもあるが， 後ろあき

が多い。

@前述の 1 でデザインの分類をしたように， 胸

部を強調しないものと強調したものの 2 形態に

分けられ， 内側の構成にも違いがある。

② 内側の構成
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ア. ファウンデーションヵ:あるもの

ファウンデーションヵ:あるものとしては， . 

ドレスとは別に仕立てられ， 見返しの際にまつ

られているもの， .別仕立てではあるが， 見返

しと一緒に縫い込まれているもの， .ドレスの

装飾を止め付ける土台として， 裏地の中に入っ

ているものの3つに区分できた。

イ. ファウンデーションヵ:ないもの

ファウンデーションがつかないドレスの場合

は， ドレスの切り替え線の縫い代にボーンを止

め， ボーンや内 ベルトでドレスの形態をしっか

り保たせたものが多く， 中には胸の上部にゴム

テープを通したドレスもあった。 いずれも， 軽

くて簡単なドレスに見られた。

③ ファウンデーションの形態

@素材は， 読接人体に接し， 生理的代謝に対応

するものと考えていたが， オートクチュールで

は現在も絹や綿を使用しているのに対し， 既製

服ではほとんどが化繊を使用していた。 理由の

第ーは， コスト安のためではないかと思われ

る。

@ファウンデーションの丈は， 最近のものは

WL丈までのものがほとんどである。 簡略化さ

れ， 合理的に製作でき， 体に合わせ易いと思わ

れる。 また， スカート部分には， パニエを着用

することが多いためで、もある。

@ドレスの腕部切り替え線が， WLより下にあ

るものやストレートなロングドレスなどのファ

ウンデーションは， HL丈である。 胴部から腰

部にかけて， すっきりさせるためとドレス表面

へのあたりをなくすためと考えられる。 この時

の ボーンの長さは， 動作に支障のないように

WLより， 5.0 cm位長いものが使用されてい

た。
@胸部を強調しないデザインでも， ファウンデ

ーションには， 乳頭間に横にダーツを入れた

り， 脇ダーツを入れることで人体に合わせる技

法が見られる。 これは， ファウンデーションの

形態が， ドレスのデザインに対応しながらも人

体に合わせることが第一目的であることを確認

することができた。
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@ファウンデーションが別仕立ての場合のファ

スナ-vま， ドレスとファンデーションt工BIJ々tこ

なっている。 また， ファスナーの長さは腰部が

入るようにHLより長くし(函6 参照)， ピュ

スチェの場合にはオープンファスナーを使用し

ている。

@ファウンデーションに内ベルトをかかすこと

はでき な い 。 位 置 と し て は ， WLよ り1 .0

cm� 2. Ocm下に， W寸法の ベルトを糸ノレー

プまたはミシンで固定し， カギホック止めされ

ている。 これは， ドレスの重さをささえ， それ

以上， 下に下がらないようにするためで、あると

思われる。

@胸部を動き易く， かつ， 安定感を保つため

に， 縦の切り替え線にボーンが入っている。 ボ

ーンは， オートクチュールではコイルボーンが

多く使用されているが， 他はほとんどがライク

ボーンテープを使用している。 長さが 自由にカ

ットでき， 扱い易いためと思われる。

③ 縫製の特徴

・切り替え線の縫い代の始末は， 表にあたりを

出さないように簿く仕立て， また， 縦の切り替

え線には必ずボーンが止められ， ボーンの種類

によって止め方も違ってくる。

・ファウンデーションを裏地の中に入れてしま

う場合は， ドレスの補型や装飾を止め付けるた

めの土台として縫い合わせるので， 外すことが

できない。 一方， 別仕立ての場合は， ファウン

デーションを単独に仕立てて， ドレスの見返し

にまつるか糸ループで止めるため， 外すことが

可能である。

。 ボーンは， 上部ラインからWLにかけての

縦の切り替え線に入れること

で， ドレスを体に添わせる役

呂をしている。 また， ドレス

のデザインや重量によって

ボーンの 本数が増えてい 0.5 
/
l
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臨4-1 資料No.5

EMANU日L UNGARO作品

(文化女子大学第2 被販研究室所蔵)
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(5) ファウンデーション製作の

ための参考資料

内側の構成に特徴のある資料3

点をあげる。

@資料 No.5イブニング・ ドレス

1980年 EMANUELUNGAまO
'乍ロ口口

オフホワイトのリーパーレース

地のドレスに飾りベルトが付いて

いる。

ファウンデーションの形態は，

WL丈， 胸部を強調しない形で，

表のドレープを止めつけるための

土台となり， ファウンデーション

をかくすために裏地がつけられて

いる。 W寸法の 内 ベルトは， ド

レスをいせかげんにしてミシンス

テッチで止めている。(図 4-1， 2) 

@資料 No.17イブニング・ ドレス

1987年 EMANUELUNGARO 

作品

オレンジ色のタフタ地を使用し

ずこ マーメード・ ライン， パルーン

B.S 
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ァウンデーション

B.S 
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前スカート(裏面)

間6 資料No.3

NINA毘ICCI作品

(文化学園販飾博物館所蔵)

ファウンデーション
のファスナー

つけられている。 内ベルトには， 裏地で包んだ

オピテックスが使用されている。(図 5)

@資料 NO.3イ ブニング・ ドレス

1975年 NINA RICCI 作品
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- スカートのドレス。

ファウンデーションの形態は， WL丈， 胸部

をカップ形切り替えで強調した形で， ファウン

デーションをかくすためにドレスには， 裏地が



黒地ロング・ ドレスにラインストーンが装飾

されたもの。

ファウンデーションの形態は， HL丈， 胸部

を強調しない形で， ファウンデーションは別仕

立てではあるが， 関6のようにラインストーン

をファウンデーションまですくって止めてい

る。 ラインストーンの重さを支えるため， ボー

ンが12本使用されている。(図的

盟 ファウンデーションの製図と

試着実験

1. ファ ウンデーションに関する人体計測

(1) 被検者

被検者としては， 9AR に近い 本学学生5名

を選び， 計測及び試着実験を試みた。

(2) 計 測

ベア・トップ・ドレスにおけるファウンデー

ションの3要素を満たすためには， 下着を着用

しない時とした時の体型の変化を把握する必要

があると考え， 計測を行った。

計測の条件は， 1. 下着を着用しない時(以

下未着用時とする)， 2 . ブラジャー着用時， 3. 

ファウンデーション着用時の3状態について計

測を行った。 ファウンデーションは， 同ーのも

のを着用した。

(3) 計測項目

計測項目は， ファウンデーション製作に重要

である上半身を主とした10項目である。 ①BL

囲， ②UBL閤， ①WL聞， ③HL囲， ①背

丈， ⑥乳頭間繭， ⑦前丈， ③乳下がり， ⑨

WL-----UBLの高さ， ⑬身長である。 計測に際

しての注意点は， 以下に示す通りである。

①BL囲は， 乳頭点(BP) を通る水平 な間

径とし， 後ろが下がらないように注意する。

②UBL聞は， 乳房下縁位(UBL) を通る水

平な周径とし， ファウンデーション製作には重

要な位置である。

③WL囲は， WLを通る水平な屑径である。

④HL囲は， 瞥部後突点(HL) を通る水平

( 188 ) 

な屑径とし， 腹部に柔らかいセルロイド板を当

てて計挺する。

⑤背丈 は ， 頚椎点(BN P) か ら 後 ろ正 中

WLまでの実長である。

⑤乳頭間隔は， 左右乳頭点聞の距離である。

⑦*前丈は， 今回， 頚椎点(BN P) から乳頭

点(BP) を通り， その直下WLまでの実長で

ある。

③*乳下がりも今回は， 頚椎点(BN P) から

乳頭点(BP) までの実長とした。 特にファウ

ンデーション製閣においては， BPの位置が重

要である。

⑨WL-----UBLの高さは， WLから乳房下縁

位(UBL) までの実長とした。 ファウンデー

ション製図で、は乳房の位置を知ることが大切で

ある。

⑬身長は， 床上から頭頂点までである。

*今回は頚側点(SN P) が見つけにくいた

め， 頚椎点(BN P) からの実長とした。

また⑤~③は図?に示した。

(4) 計測方法

マルチン計測法を用い， 巻尺にはテープメジ

ャーを使用し， 静立時の計測を行った。

(5) 結果及び考察

計測結果は， 表lの通りである。 また， 未着

用持を基準とし， ブラジャー， ファウンデーシ

ョン着用時の計測値の変化を表2 に示した。 変

化のある項目について比較考察した。

.BL囲 BL聞

は， 未着用時に比

べ， ブラジャー・

ファウンデーショ

ンともに着用後は，

す法が大きくなる

傾向にある。 特に

ファウンデーショ

ンにおいては， +

0 .6%-----十4.4%大

きくなった。

.UBL囲 UBL

屈は， ブラジャー 図7 計測項目(⑥~⑨)
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被 検 者

未 フ

フ

着 、ン
ヤ

用 着
用

計測項目(cm) 時 時

① BL臨 82.0 83.0 

② UBL間 72.5 71. 5 

①WL囲 63.5 63.5 

④ HL関 90.0 

① 背 丈 39.0 

⑥ 乳頭間隔 19.0 16.0 

⑦ 前 丈 51. 5 52.0 

③ 乳下がり 31. 0 31. 5 

③WL，，-，UBLの高さ 14.5 13.5 

⑬ 身 長 158.0 
、ーーー

表2 計測値の変化

表1 計浜Ij結果

フ 来
ア

ウ
ン 着
ア

シ 用
着
用
時

ンヨ

時

82.0 80.0 

73.0 73.0 

62.5 62.0 

16.5 19.0 

51. 0 49.0 

31. 0 31. 0 

14.0 13.7 

2 

フ
フ

、ン
ヤ

着
用
時

82.0 

73.0 

62.0 

90.5 

38.5 

16.0 

50.0 

31. 0 

14.5 

157.0 

3 4 5 

フ 未 フ フ 未 フ フ 未 フ フ
ア フ ア フ ア フ ア

ウ 、ン ウ 、ン ウ 、ン ウ
ン 着 ン 着 ン 着 ン
ア ヤ ア ヤ ア ヤ ア

シ 用 着 シ 用 着 、ン 用 着 シ
着
用
時

ンヨ 用 用
着

侍
ンヨ 用 着

用
持

ン
ョ

用 用
着

時
ンヨ

時 時 時 時 時 時

83.5 81.0 82.0 82.0 82.0 81. 0 83.5 83.5 82.0 84.0 

76.0 71.0 71.0 72.0 69.5 70.5 70.5 72.0 70.5 71. 5 

62.0 63.0 63.0 63.0 61.0 61. 0 61. 0 61.0 61. 0 62.0 

88.5 89.5 88.0 

37.0 37.5 39.5 

17.5 19.0 16.5 17.5 17.5 16.0 16.0 20.0 17.5 17.5 

49.5 48.0 47.0 47.5 52.0 52.0 51.5 53.0 53.0 52.0 

30.0 33.5 33.0 31. 5 34.5 34.0 33.5 33.5 32.5 31. 0 

14.0 10.2 10.0 10.5 12.5 12.5 12.5 14.5 14.5 15.0 

154.5 157.0 160.0 

着用時より， ファウンデーション着用時では，

十0.7%"-' +4.1%大きくなっている。 これは，

ボーンの淳みが加わるためと考えられる。

・乳頭間賠 乳頭間隔は， ブラジャー・ファ

ウンデーションを着用すると乳頭間が， 2.0 

cm"-'3. 0 cm (-8.6%"-'-15.8%) 狭まり， 乳

房が中央にょせられる結果が得られた。

@乳下がり 乳下がりは， ファウンデーショ

ンを着用することで， 胸部が持ち上げ、られるた

め， 数値が小さくなっている。 これは， ボーン

によってパストアップされた結果と言えよう0

• WL，，-，UBLの高さ WL，，-，UBLの高さは，

ファウンデーションを着用すると長くなる。 つ

まり， 乳頭点が確実に上がる傾向がわかった。

以上の結果から， ファウンデーションは， 乳

房を闘定し， 鵬部をすっきりさせるとともに，

体型を整えるための重要な下着で、あることが理

解できた。

2. 試蒼用ファ ウンデーション製作

2-1 HL丈のファウンデーションの試着実験
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(1) 製図方法

試料を作るために製図として， 文化式婦人原

型(9AR) を用いて 一般に発表されている

製図法を参考に， 胸部を強調しないもの 2 体と

胸部を強調したもの 4体の計6

体を製図した。

(2) 試験布

試着用ファウンデーションに

は， シーチングを使用した。 諸

元は表3に示す通りである。

(3) 試着実験

6体のファウンデーションに

ついて試着検討し， そのうち，

製図がわかり易く， 補正し易い

点に重点を置き， 製図A ， B，C

3体を選んだ。 補正後さらに試

着実験を行った。 圏8-1， 2， 3 

は， その試着写真である。

製図 3 体の 特徴としては，

@製図A は， 2面構成で， 胸

部を強調しない形である。 なめ

らかなラインを出す時に有効と

患われる。 @製� Bは， 胸部

を強調しない形であるが， 4面

構成のプリンセスライン切り

えを用いた。 補正がしやすいと

思われる。 @製図C は， 胸部

を強調するためにカップ形切り

替えを用いた。 胸部の凹凸を表

現するためには， 有効と思われ

る。

(4) 結果及び考察

以上の結果より， 次のことが

判明した。

①原型には， ゆるみが入って

いるが， ファウンデーションに

は， ゆるみがし、らない結果とな

った。 しかし 胸部を強調した

製図C においては， BL聞で乳

頭聞を体表の凹凸に添わせる形

態のため， A . Bより， カット

表3 試験布の諸元

国8-1 製図A(胸部を強調しないもの)

図8-2 製図B(胸部を強調しないもの)

図8-3 製図c(胸部を強調したもの)
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関9-1 製圏A

11 

図9-3 製図C

分が少ない結果となった。

②製図A ，Bでは， 乳頭間にダーツを入れた

ことで， 乳頭間の浮きを多少訪ぐことができ

た。

③腹部， 啓部の張りが強くても， 百L上で切

り替え線を交差する必要はなく， 製図A ，Bに

おし、ては， HL上でO.5 cm -----1. 0 cmあけても

良い結果となった。

④WL間とHL囲の差が大きい場合は， 脇

線にむりが生 じるため， ダーツや切り替えを入

( 191 ) 

0.5 

関9-2 製�B

れ， むりのない線に修正した方が良い。

①カップ形式の製図の場合は， 乳房の位置が

重要であるため， WL-----UBLの高さの計測が

必要である。 今回は， 11. 0 cm vこ設定した。 ま

た， カップを縦方向と横方向に切り替えを入れ

たことで， B寸法と UB寸法の差による補正

が容易となる。

⑥プリンセスライン切り替え線の位寵は， 計

撰結果より， ブラジャー着用時の乳頭点を通る

ように製図した方が良い。

⑦前上部のライン設定は， ドレスのデザイン

に合わせ， 後ろ上部のライン設定は， 肩

下を通った方が収まりが良い結果が得られた。

③HL丈の製図の場合， 警部上部にたるみ

が出る傾向にあるため， 後ろ脇線の合印を図9

のように0.5cm-----1. 0 cmずらすと良い。

③ファウンデーションは， 間部に密着したも

のであるが， ある程度のゆとりは必要である。

ゆとり量は， W寸法に2.0 cm， H寸法で3.0

cmが適当と思われる。

⑬HL丈のファウンデーションの布 目は，

横にヲiっ張られることを考え， 裾線に縦布 目

(耳 ) を通す。 布端の耳を使用すると， ドレス

の表側にあたりの出ない利点がある。

3 体の製図は， 5名のそデ、ルに適合度が高く，



1.5 
1�2 

4.5 

1�2 

関1 0 7ァウンデーション 製回(胸部を強調しない

もの)

比較的良い製図法が得られたと思う。 また， 国

体差に対応、できるパターン作成には検討の余地

を残すが， 以上の結果を踏まえて， ドレスのデ

ザインに合わせたファウンデーションの製図を

行うことが望ましいと考える。 図 9 -1， 2， 3 は

最終結果の製闘である。

2-2 WL丈のファウンデーションの試着実験

調査結果より， WL丈のファウンデーション

は， ほとんどのドレスのデザインに対応、できる

と考え， HL丈のファウンデーションの試着実

験から得たものを加味し， WL丈のファウンデ

ーション製図を行った。 製図は， 胸部を強調し

ないもの(図10)と胸部を強調したもの(図11)

である。

試着用ファウンデーションには， シーチング

を使用し(表3参照)， ファウンデーションの

試着実験を行った。

‘で一 千+0.5+4
国1 1 ファウンデーション 製図(胸部を強調したも

の)

結果及び考察

@丈は， 内 ベルトが落ち着く位置に止められる

ことを考え， WLより1. 0 cm'"'-'2. 0 cm長くす

ると良い。

@脇線は， 前後差がし、らない結果となった。

.WLのゆとり量は， 2.0 cmが適当であった。

@上半身のみのため， 体型による補正も容易で

ある。

HL丈のファウンデーションとWL丈のファ

ウンデーションの試着実験の結果を通して考え

られることは， WL丈のファウンデーション

は， ドレスのデザインに合わせ易く， 製作し易

く， 扱い易く， 体型補正もし易いことがわか

り， また， ほとんどのドレスに適合することが

わかったため， ファウンデーションの実物製作

を行った。

表4 ファウンデーション用布の諸元

糸密度
淳さ

硬軟度
水分率 通気度 透湿率

布 名 材質(%) 組織 (本/cm) (cm) 
Tこて×よこ

(cm) 
たて×よこ

(%) (cm3/c血2/sec)

グ、ロク守ラン
綿 57

平織 86x 14 0.046 3.8 x 5. 3 
レーヨン43

9.5 10.9 

キャリコ 綿 100 平織 38x 32 0.024 6.8 x 5. 3 6.2 15.3 
一一一」一一一一一一

硬軟度は450カンチレパー法， 透湿性は蒸発カップ 法， 吸水性はノミイレッグ法を行った。
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(%) 

26.2 

29.2 

吸水高 放水量
(cm) (g/h) 

3.73 0.083 

4.83 O. 151 
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グロ

止めた。 この時， ファウンデーションには2.0

cmのゆとりが入っているため， 内 ベルトは吊

りぎみになる。 最後に後ろ中心上端にカギホッ

クを止めた。(図12)

ファウンデーション作品 2

図11の製匿にグログラン地を用い， ドレスの

土台としてのファウンデーションとした。 胸部

では， カップの補形のため接着芯(ダンレーヌ

DX3001) を張り， 切り替え線は， 薄く仕上が

るように0.5cm重ねてジグザグミシンで止め

ファウンデーションの縫い方国(作品1 )

ファウンデーションの縫い方図(作品2 )

( 193 ) 

図1 2

図1 3

ファウンデ

ション製作

(1) ファウンデーション

用和

肌に痘接あたる場合が多

いので， 下着ということを

考慮した布地の選定が重要

であると考える。 今回は，

素材に綿を主にした， 一般

に入手しやすい布地から，

グログランとキャリコの 2

種類を選び， 使用した。

諸元は， 表 4に示す通り

である。

(2) 製作方法

ミシン糸は， シャ ツベス

パン糸(#60/3( z ) ポリエ

ステル100%) を使用し，

ミシン針は11番を用いて

(針目14"-' 16針/3 cm間)， 

ミシン縫製を行った。

ファウンデーション作品 1

図10の製図にキャリコ地

を用い， 別仕立てのファウ

ンデーションとした。 切り

替え線の縫い代は， 洗濯に

耐えるように折り伏せ縫い

し， その間にライクボーン

テープを通した。 上部ライ

ンの縫い代の始末は， 綾テープ(綿100%) を

用いて縫い返し， ミシンステッチで止めたo

WLの縫い代は， グログランリボンをミシンス

テッチで止め， ファスナーは， 腰部が入るよう

にHLより少し長めのものを後ろ中心上端よ

り0.7 cm下げ、た所から， エプロンファスナー

をミシンステッチで、止めた。 内 ベルトは，

グランリ ボンをニ重にし， W寸法にストロン

グホックを止めた。 ファウンデーションの切り

替え線の縫い代の箇所に内 ベルトを糸ループで

フ
ァ

ス
ナ
ー

を
止
め
る

N 



た。 胴部は， 切り替え線(中心，

脇以外 ) の縫い代は， 摩くならな

いように伏せ縫いし， UBLの位

置では， 厚くならないように縫い

代を割った。 次に脇縫いを伏せ縫

いし， 前中心は縫い割って， 綾テ

ープを止めた。 切り替え線と前中

心にライク ボーンテープをj直し

た。 今回は， 上部ラインとWL .

背中心の縫い代は， 縫い込みが可

能なように残し， できあがり線に

縫い印を入れた。(爵13)

(3) 結 果

ファウンデーション作 品 1 で

は， 体型に合わせながら， 胸の張

りのないシルエットのファウンデ

ーションヵ:で、きた。 ファウンデー

ション作品 2 では， カップの補形

のために接着芯を貼ったことで，

胸部の凹凸を立体的に包むことが

でき， 胸の張りをはっきり出せた

ファウンデーションとなった。

それぞれの目的に合ったファウ

ンデーション製 作 ができたと思

う。

V 総 千古

今回， ファウンデーションについて調査研究

した結果をまとめると次のことが言える。

1. 市場調査では， ファウンデーションの丈

が， 自分の考えとは違って， WL丈までのもの

が， ほとんどであった。

2. ドレスのデザインは， 大別すれば胸部を

強調しないものと強調したものの 2 形態であ

り， 今回のファウンデーション製図法のどちら

かにあてはまり， どのデザインにも適応でき

る。

3. ファウンデーションを製作する場合の計

測は， 自分に合った ブラジャーを着用し， 正確

に計測することが重要である。

図14 ファウンデーション作品1

図15 7ァウンデーション作品2

4. WL'""'-'UBLの高さの計測は， 乳房の

壁を知る上で重要であり， ファウンデーション

にとって UBLは乳房を支える位寵でもある。

5. WL丈のファウンデーションは， 補正し

やすく， 簡単に製作できる。

( 194 ) 

6. 内 ベルトは， ドレスの重さを支えるため

の重要なものであり， WLより1. 0 cm'""'-' 2. 0 

cm下の位置にW寸法の 内 ベルトを付けるこ

とが望ましい。

7. ボーンは， ドレスの上半身を体に添わせ

る役目を果たし， 重量のあるドレスの場合は，

本数を増やさなければならない。

8. 縫製方法は， ドレスの土台となり， ギャ

ザーやドレープなど止めつけた裏側をカパーす

るために裏地が付くものと， ドレスとは別に仕
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立てて取り外せるものがある。

従来の製図を基に試着実験を行ったところ，

製図上では， 不確かなダーツ分量やゆとり量が

明確となった。 また， 所蔵作品の調査や市場調

査を行ったことで， トワノレの試着実験のみでは

知り得なかったこと， つまり， ドレスの重みや

動きによる着崩れや安定感を保つための構成な

どを知ることができ， 非常に有益であった。

ベア・トップ・ ドレスを製作するためには，

土台となるファウンデーションがしっかりして

いれば， 立体裁断によるギャザーやドレープな

どの技法を 自由に止め付けることができ， 製作

が容易になると思われる。

ファウンデーションの形態を 2 通りにし， 製

図法も簡単で補正し易い， 比較的良い方法が得

られた。 しかし， ドレスを止めて着装した時の

適応性については， 研究の余地を残している。

( 195 ) 

今後は， 着用実験を検討課題にしたいと考えて

いる。

本研究にあたり， 御協力いただきました文化

学園販飾博物館並びに終始御指導いただきまし

た第 2 被服研究室の中震典子教授に深く感謝申

し上げます。
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